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越えていっていました.そして砂丘を越えたら，
「わーっ」と海が目の前に広がるという，立体的
な海の感覚を味わっていたのです.
　いまの，海を見ながら海岸道路をドライブする，
海の近くに寄りすぎるような感覚が，もとから日
本人が持っていた海岸への意識を低くしているん
です.つまり，干潟や砂浜や砂丘は，ただ存在す
るだけでも防災効果もあるのですが，普段は遊び
にも使えるし漁業にも使えるということを，いま
になって気づいたのです.すでに壊してしまって
から，その価値をかなり多面的に見られるように
なったのです.」
　（https://www.blwisdom.com/linkbusiness/
linktime/future/item/9281-76.html 参考）
　防潮堤は，「高潮や台風の際に打ち寄せる波な
どから陸を守る」という意味での名である.江戸
時代にはすでに建設されており，土木技術の発達
によってだんだんと大きくなり，海岸線を長距離
にわたって建設されていた.しかし近代では未体
験だった大規模な津波が，2011年3月11日に東北
地方を襲ったために，より強く，より壊れにくく，
より大きなものをつくってほしいという意識が社
会全体に広がっていった.そこで，巨大な防潮堤
がつくられる計画ができたのである.
　今回の震災復興では，まず海岸線に大きく壊れ
にくい頑丈な防潮堤をつくり，その防潮堤の内側
において都市づくりや地域復興を計画するという
ことになったのである.そのために，海岸線の部
分を確定しないと内側が決まらないというような
計画の順序になってしまった.しかし，本来は，
その線の位置や，防潮堤の高さを，もっとその場
所に応じて計画すべきなのである.急いで決めた
防潮堤の内容が，地域にとっては違和感が強い場
合に見なおしながら決めていければよいのである
が，そのようにはうまくいっていないのが現状で
ある.防潮堤が決まらないと，人々が普段生活を
営む内側の地域における，津波に対する危険性の
度合が決まらないのである.そうなると，どこに
どういうものを建てるか決められず，そのまま時
間だけが過ぎていくところも出てきてしまってい
るのである. 
　「「浜」という言葉は，防潮堤を考える際にも重
要である.海辺の人が言う浜とは，人が住んでい
る海岸の空間全体に対するコンセプトだからであ
る.必ずしも物理的な空間だけではなく，景観だっ
たり生きものだったり，そこに住んでいる人たち
の生活との繋がりとか，集落のたたずまいを含め
たものが「浜」なのである.それはヒューマンス
ケールという，自分の身の丈サイズで見ている海
の景色でもある.夕方になるとお年寄りが，海岸
にフラッと出て行って夕涼みするとか，子どもが
なんとなく遊んでいるとか，釣りをしているお父
さんがいるとか，自分の庭の延長のような空間が
「浜」なのである.」と「浜」についての思いを説
明している.
　防潮堤計画で議論されるのは，強大な津波をブ
ロックするという一点だけが議論されており，本
来の生活の場としての普段の「浜」という感覚と
合わない計画になっているのである.昔は，住む
場所を高台にして，畑は低いところにつくり，漁
業をする場所は海岸にし，工場や水産物をストッ
クする番屋のように季節的に使う場所を確保して
おくなどして，昔の人々は日常的な浜と，巨大な
海のエネルギーを空間の立体感のなかで共存させ
ていた.きちんとバッファーゾーンの内側に住ん
でいたからこそ，景観の美しさや生態系が守られ
てきたわけである.このような住み方をもう一度
見なおすことが必要なのである.
２．大山川・三隈川の川の環境
　清野聡子先生は，筑後川上流域の大山川・三隈
川の環境情報の集約・発信を目的として，下記の
ようなウェブサイトを構築している.
　「地域の知を日本の人々，そして世界の人々と
共有しながら，よりよい河川環境，豊かな地域を
築いていくことをコンセプトに，大山川・三隈川
の水辺ウェブサイト運営委員会」とし，運営の目
的を説明している.
　大山川・三隈川は筑後川の上流部の呼び名で，
東から玖珠川，北から花月川と同様に日田市市内
に流れこんでいる.過去，発電利用によるバイパ
ス取水によって川の水量がなくなってしまいまし
たが，12年前の住民の「水量増加運動」によって，
流量の回復のための取り組みが行われ，僅かでは
あるが流量が回復している.元来，自然豊かな大
山川で，「ひびき鮎」と呼ばれる尺鮎が生息して
おり，流量回復とともに復活した「響き鮎」をテー
マに鮎釣り大会も復活した.
≪河川環境のモニタリング≫
　このような河川環境の経過を理解するためには，
大山川の周辺に住む人たちによる「定点観測」が
重要である.
　大山川・三隈川の特定の場所で，市民の手で写
真を一定期間ごとに撮影し，その写真を蓄積して
いくという取り組みが清野聡子先生の指導の下に
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行われている.
　「川の環境をよくする，それが，地域を豊かに
する取り組みに，「定点写真」を撮ることで参加
しませんか？日々の川の姿，川の様子を写真にと
り，コツコツとその変化を記録・蓄積していくこ
とが，あとあと環境のことを考えていく上で大切
なものになっていきます.」と清野聡子先生は説
明している.
　流量に応じて，川がどのような状態になるか，
そして，月日がたった後に昔と今を比べて川と水
辺の環境がどのように異なるかなどについて，同
じ場所で写真を撮りためていくことによって比較
することができるようになるのである.このよう
な観測によって，より良い川の環境を考えていく
上で重要である.同時に，昔はああだったとか，
ここにこんなものがあったとか，このような昔を
語る楽しさの中から，川についての知識を呼び戻
し，いろいろな地域の「知」についての再発見が
可能となるのである.
　次の図は，「回復すべき豊かな河川生態系」の
イメージである.
≪フラッシュ放流試験≫
　さらなる流量増加へ向けて，水量増加か水質改
善かという議論を踏まえて，「フラッシュ放流試
験」という社会実験が行われた.
　「フラッシュ放流試験」とは，水郷ひたの河川
環境の改善を目指し，大山川に一定流量を短時間
流すという実験であった.大山川をアユを始めと
する豊かな生態系を持つ川にするため，必要な「適
度なかく乱」を人工的に起こし，どのくらいの流
量が適正であるかを見付けていくための試験であ
る.平成25年度は流量・流速等，河川景観，河川
水質，アユ・付着藻類の4つの項目についてフラッ
シュ放流前後の状態が調査された.また，水音の
変化や川の景色などについても市民の協力を得て
調査された.
　次の図はフラッシュ放流のイメージである.
≪鮎が全滅するという事件勃発≫
　しかし，水量増加か水質改善かという議論の最
中にもかかわらず，平成25年と26年の2度にわ
たって放流した鮎が全滅するという事態が発生し
た.このことは，水量増加運動による水量増加の
成果としての「響き鮎」の再生という結論に大き
な疑問を投げかける結果となったのである.すな
わち，水量増加によって放流された鮎の姿かたち
は大きくなるものの，別の要因によって，たぶん
水質によって，鮎は全滅したと考えられるのであ
る.
　次の図は「劣化した河川生態系」のイメージで
ある.
